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【令和元(2019)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

 本研究は、バレースピンと光科学を融合した新しい学理を、原子層物質の舞台で展開することを目指

したものである。 

これまでに、高品質な原子層物質やヘテロ構造の作製、高い発光特性を維持したデバイスの作製に成

功し、さらにバレースピン緩和のメカニズムを実験・理論から明らかにするなど、研究は順調に進捗し

ている。最終目的であるバレースピンフォトニクスデバイス実現に向けた研究も、当初の計画を前倒し

で進められており、研究期間内に期待どおりの研究成果が見込まれる。また、研究成果は、プレスリリ

ース、論文、学会発表などを通じて積極的に公開されている。 


